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1研 究主題の設定 について

平成11年3月29日 に新 しい高等学校学習指導要領が 告示 され た。今回 の改訂では、国

際化 、情報化 の進展な どによる急 激な社会の変化や現代の高校生の抱え る課題 を踏 まえ、「ゆ

とり」の 中で、 自ら課題 を見つ け、 自ら学び、考 え、問題 を解決する資質や能力、豊かな人間

性な どの 「生きる力」の育成が基本的なね らいとされている。

生きる力は全人的な力であ り、その育成 を図るためには、教科等間の連携 ・協力を一層密接

に図った 、また、教科等の枠 を越 えた横 断的 ・総合的な教育活動 の推進が強 く求め られ る。 ま

た、新学習指導要領では、総合的な学習の時間が新たに設置 され る とともに、その学習 テーマ

として、特 に全ての教科等 にかかわ る内容 を もった、国際化 、情報化な どの現代社会が抱 える

課題 、また、 自己の在 り方生き方や進路 について考察す る学習な どが例示 された。

研究 主題 の設定 に当た って は、 こう した新学習指導要領や総合 的な学習 の時間 のね らい を

踏 まえる とともに、各学校の生徒の様 々な実態を出 し合い話 し合 った。例会 の話 し合 いで出 さ

れた意見 を全 て述べ ることはできないが、生徒の学習 の実態 と して は、「学習が受け身で、覚

える ことは得意だが、 自ら考え、判断 し、自分な りの考え方を持 ち、それを表現す る力が十分

に育 って いない生徒が多 い。」、 「一つの正解 を求める ことはで きて も、多角的な物の見方や考

え方 が十分で ない。」な どの意 見が多 く出された。 また、現 代の高校生の課題 として 、「いわ

ゆるフ リー ターが増加 してお り、進路 に関す る生徒の意識が以前 とはかな り変化 している。」、

「生徒 の就職や職業 に対す る 目的意識が希薄化 している。 これは、自己の進路 を真剣に考 えよ

うとせず、考え る機会 も少な い という ことがある。」、「豊かな人間性 の育成 には、人間 として

の在 り方 生き方 を考 えさせる ことが大切であ り、特 に職業観や勤労観 の育成を図ることが重要

で ある。」な どの意見が多 く出された。 さ らに、現代社会 が抱 える課題 につ いて の学習では、

「近年、東京で は、急速 に人の国際化が進展 してお り、国際理解教育の重要性 がます ます 高ま

って いる。」、 「生徒 は国際化 につ いての関心はあるものの、国際社会の今 日の状況や異文化 に

つ いての知識 が不十分であ る。」な ど、国際理解教育 につ いての課題が、特 に多 く出された。

こうした話 し合 いの結果 を踏 まえ、今年度は、進路学習 と国際理解 を研究主題 として取 り上

げる とともに、研究 を進めるに当た って、 自ら課題 を見つ け、 自ら学び、 自ら考 え、よ りよ く

問題 を解決す る能 力を育成す る指導法の工夫 を行 うこととした。

一方、高等学校 においては、平成15年 度か ら新学習指導要領が実施 され るため、総合的な

学習の時間 を実施 している学校 もまだ少ない。 また、総合的な学習の時間につ いての実践資料

もかな り少な い。そ こで、平成15年 度か らの授業実践 に向けて、 当面、各学校で必要とされ

る年間指導計画及びそれ に基づ く実践事例を作成する ことを研究 内容 と した。

ll進 路学習(第1分 科会)

1研 究の趣 旨

現代の高校生は、卒業後、進学先や就職先等で生き生き と学び、働いているのか というと

必ず しも、そ うは言えない現状が ある。

大学で は、入学後、学生生活 に目標を持てな くな り、長期 の欠席 をした り、その結果 とし

て の留年な どが増加 して いる と言 われて いる。それは、大学 に進学す ることだけを目標に勉
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強 し、合格可能性のみを重視 して 、大学や学部を選択す るため、入学後 、生活 に目標 を見 い

だす ことができな くな ったため とも言われている。

また、職場では、働 くことの意義や役割、職業 を通 じて自己 を生かす ことの大 切さな どを

十分 に理解 しないままに就職 し、離 ・転職す る高校卒業者が増加 してお り、近年、高校卒業

就職者の約半数が3年 以 内に離職 している。また、高校卒業後 、進学 も就職 もしようとせず 、

いわゆ るフリーターを志向す る生徒の増加 も指摘 され ている。

こうした高校生の進路の課題 は、現代 の社会や経済状況か ら生まれてきた側面 もある。 し

か し、その一方で、生徒 の職業観や勤労観が未成熟であるということな どの背景 もあ り、 こ

の ことは、学校教育 における進路指導 にとって見過 ごす ことのできない重要な課題で もある。

そ こで、本研究で は、生徒 が自 らの在 り方生き方 を考える とともに、望 ましい職業観や勤労

観を確立す ることを 目指 し、各学年 における年間指導計画 、実践事例 を作成する こととした。

2高 校生の進路意識 についての実態調査

進路学習の年間指導計画、実践事例 を作成す るに当たっては、現代 の高校生の進路意識 の

実態 を踏 まえる ことが重要で あ り、そ こで、高校生の進路意識についてのア ンケー ト調査 を

実施す ることとした。調査 は、現代 の高校生が人生 において働 くことの意味 をどのように考

えているか、 また、どのよ うな判断基準で職業選択 を考 えているか につ いて知 ることをね ら

いとした。

職羅 択に対する融 生の騰 一 「
董

髄く目的について明確な脅えを持 っていますか

.戯 きたい職象をいくつかあげられますか

就職後の白分なりの人生設計はありますか

自分の違跳について保蹴者と垢し合 ったことはありますか

フリーターをしても良いと思 うか

働 くことは生きていく上で必要なことだ と思うか

30SS40鴨50覧60漏70瓢80覧90瓢100瓢

Oは い 口いいえ

①収入が高いこと

②失桑のおそれがないこと

α 臆く時間が短いこと

④世間の評価が高いこと

⑤世の中のためになること

⑤世悶からもてはやされること

⑦職墳が楽 しく過ごせること

⑧独立して人に気兼ねなくやれること

⑨自分に向いていること

①尊門知織や特技が生かせること

100%

_」

調査結果では、「働 くことは生きて いく上で必要な ことと思 うか」 という質問 について は、
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95%と い う非常 に多 くの生徒が 「は い」 と答えだ'="・・方で 、「働 く ことについて明確 な考 え

を持 っていますか」 という質 問につ いて は52%し か、「就職後 の 自分な りの生活設計はあ

りますか」 とい う質問 につ いて は42%し か、 「はい」 と答 えなか った。 また、 「フ リー ター

を して もよいと思 う」 と答 えた生徒が46%い た。調査結果 を通 して、働 くことは必要であ

る と思 って いるものの、 自己の生き方 とのかかわ りで、働 くことの意義を必ず しも見 いだせ

ていない ことが伺 える。

また、職業選択 にお いて重視す ることと しては、 「自分 に向いて いる こと」 を 「非常 に重視

す る」 「やや重視する」 と答 えた生徒が合わせて90%と な って いる・ しか し・ これ らの生

徒 につ いて、聞き取 りを してみ ると、 自己 の個性 ・適性 を踏まえて ・具体的に どういう職業

が 自分 に向いて いるか ということについて 、明確 に答 えられる生徒 は余 りいなか った・

3年 間指導計画の例

こうした調査結果を踏 まえ、年間指導計画の作成 に当た っては、自己 について の理解 を深

め るとともに、望 ましい職業観や勤労観 を身に付けることによ り、主体的 に進路 を選択 し、

決定す る能力の育成 をね らい とした。 また、主体的に進路 を選択 ・決定す る能力は実践的な

能 力であ り、その育成には、3年 間 の指導の積み重ねが必要である とともに、 自己の抱 える

課題 を意欲的 に解決する態度や能 力の育成が求め られ る。そ こで、年間指導計画の作成 に当

たっては、生徒の進路 に関する発達段階 を踏まえ、各学年 にお ける指導のね らいを段階的 に

設定する とともに、問題解決的な学習や体験的な学習な どを工夫す ることとした。

(1)第1学 年の年間指導 計画 の例

第1学 年の多 くの生徒 の実態を見 る と、社会 にはどんな職業が あ り、その職業が どん

な内容で あるか とい うことを十分理解 していない。 また、 自己の個性や適性 につ いての

理解 も十分深 まってお らず、進学す るか就職す るか とい うことについて も漠 然 として い

る。そ こで、第1学 年では、年間指導計画のね らいを 「自己理解 の深化 と進路視野 の拡

大」 とした。第1学 期 は、社会 人講話等 によ り、職 業が果たす意義や役割 について認識

を深めてい くこととした。第2学 期 は、自己探求 ワー クシ ョップ等 によ り、 自己の職業

についての興 味 ・関心 の具体 的な内容 を理解す るとともに、職業研究や大学 ・短大 ・専

門学校の研 究な どを通 して、具体 的な進路先 を考え る契機 をつ くる ことと した。第3学

期 は、 自分史や未来史 を書 き、 自己の興 味 ・関心や個性 ・特性 な どについて理解 を深め

る とともに、将来の生活 設計 を考え、その実現 のため に、今 、何 をすべ きか考 えること

とした。なお、年間1単 位(35単 位 時間)と し、授 業の実 施は、週1時 間 を基本 とす

るが、職場見学 、ボランテ ィア活動な どの体験的な学習 につ いては集中的に時間 を確保

す る。

学 習 項 目 具 体 的 な 展 開 内 容

1

オ リエ ンテ ー シ ョ ン 年間学習計画 ・授業方針を説明す る。進路個 人ノー トを配付

す る。進路 について アンケー ト調査 を行 う。

作文 テーマは 「高校生活への抱負 」な ど。

進路適性検査 適性検査 を実施 し、結果の見方を説 明す る。
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社会人講話 社会人 を講師 として、仕事の実 際につ いて話を聞く。

講演者の職業 について事前 に学習 し、話を聞き、考 えた こと

学 や感想 を 「講演者へ の手紙」 としてまとめる。

グルー プ テ ー マ は 「働 く 目的 」 な ど。

デ ィス カ ッ シ ョン アンケー トな どによ りどのよ うな基準で職 業を選ぶのか意見

期 を出し合 う。意見の異な る者でグループを作 り、討議する。

その後、家族な ど身近な人の意 見を聞き、 自分の考えの変化

を レポ ー トに ま とめ る。

体験的な学習の. 職場見学や ボランティア活動な どの体験的な学習の意義、 コ

ガイダ ンス 一ス ごとの 日程 ・実施方法 ・留意点 を説明する。

体験的な学習の コースの希望調査を行 い、調整する。

希望調査

体験的な学習準備 コース ごとに事前学 習および事前準備 をする。

夏 体験的な学習 地域 にある商店、企 業な どでの職場見学、老人ホームな どで

のボ ランティア活動を行 う。

体験的な学習の コース ごとに体験 した内容や感想をま とめ、文化祭で展示 ・

2 まとめ及び発表 発表す る。

自己探求 自己発見 ワークを実施する。

学 ワー ク シ ョ ップ 進路探索 ワークを実施する。

職業研究 自己発見 ワーク及び進路探索 ワー クを参考 に興味 ・関心 のあ

期 る職業 につ いて調査 ・研究す る。内容 をレポー トにまとめ る。

大学 ・専門学校の 職業研究の結果 を参考 に、興味 ・関心のある上級学校 につい

研究 て調査 ・研究す る。内容 をレポー トにま とめ る。

作文 テー マ は 「将 来 へ の希 望 」 な ど。

3 自分史、未来史 自分史、未来史を書 く意義、作成方法を説明す る。現在 に至

学 の作成 るまで、自分のや りたか った ことや個性 、特技な どについて

期 自分史 を書 く。将来の職業生活 につ いての希望 を含め未来史

を書 く。

(2)第2学 年 の年間指導 計画 の例

第2学 年は、 自己の進路 につ いて 、少 しずつ真剣 に、 また、具体的 に考え始める時期

であ る。働 くことの意義 を しっか りと理解す るとともに、 自己の進路 についての考え を

整理 し、よ り具体 的、現実的 に進路 を考え させ ることが重要である。そ こで、第2学 年

で は、年間指導 計画のね らいを 「希望す る進路先 との関係での 自己の適性の理解 」 とし

た。第1・2学 期は、生徒の現在 の興味 ・関心や 生き甲斐 に基づ き、将来進みたい大学

や短大 、専門学校、将来就きたい職業 を体験 し、希望す る進路先 につ いての 自己の適性

を考 える とともに、希望実現 の意欲 を高 め、努 力す る契機 をつ くることとした。第3学

期 は、 どの進路 を選択 して も、 しっか りした職 業観や勤労観 を確立す る ことが重要であ
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り、若 い世代 に増加す る フリー ター をテーマ'として取 り上げ、ディベ ー トを行 い、職業

観や勤労観 について考 える こととした。なお、年間1単 位(35単 位 時間)と し、授業

の実 施は、週1時 間を基本 とす るが 、大学 ・短大 ・専門学校、職場等 の体験 的な学習 に

つ いては集 中的 に時間を確保す る。

学 習 項 目 具 体 的 な 展 開 内 容

1

学

期

オ リエ ン テ ー シ ョ ン 年度 の授業方針 ・実施計画 を説明する。進路個 人 ノー トを配付

す る。

進路希望 ・適性の

確認

第2学 年 における進路希望調査 ・進路適性検 査を行 う。

進路ガイダンス 大学 ・短大 ・専 門学校 ・就職 について説明会 を行 う。

グループ学習①

(ガイ ダンス)

上記 ガイダ ンス を基 に、 グルー プ別の体 験的な学習の 日程 ・実

施方法 ・留意点等 を説明す る。

グループ学習②

(計画 ・立案)

進路希望別 にグルー プ分 けを行 い、各 グルー プ毎 に、夏休み期

間 中の体験的な学習(大 学オープンキ ャンパス ・専門学校訪問 ・

就業体験)の 計画を立て る。

グループ学習③

(課題設定)

グルー プ別 に、体 験先 についての調査内容(例 大学:大 学 の沿

革 ・学部や学科 の特色 ・教授陣 ・研究 内容 ・取得資格 ・就職先等、

就業体験:会 社の沿革 ・規模 ・特色等)を 考え る。

グルー プ学習④

(報告 ・検 討)

各 グルー プ毎 に課題 設定 し、調査 ・研究方法 等 を提出 し、報告

する。質疑応答時間を設 け、クラス全員で検討す る。

グループ学習⑤ 体験的な学習への参加の最終確認を行う。

夏 体験的な学習① 大 学 ・短大 ・専門学校 オープ ンキャ ンパ スへ の参加 、就業体験 を

行 う。

2

学

期

体験的な学習②

(まとめ)

夏休み に体験 した大 学、専門学校 、職場 の レポー トを作成 し、

発 表の準備 をす る。

体験的な学習③

(大学模擬授業等)

大 学模擬授業体験、社会人卒業生によ る講演 ・座談会 を行 う。

体験的な学習④

(発表準備)

上記 の体験 レポー トを作成 し、発表の準備 をす る。

体験的な学習⑤

(発表会)

1グ ループ10分 程度の発表 を行い、質疑応答 を行 う。

体験的な学習⑥

(反省 とまとめ)

体験的な学習 の報告書を作成 し、提 出す る。

職業観 ・勤労観

の育成

体験的な学習 を通 して、職業や勤労 について考 える。

個人別 レポー トを提出す る。

ディベー トに

つ いての説明①

フリー ター を論題 としたデ ィベー トの実施 にっいて、留意点等

を説明す る。

ディベー ト準備② デ ィベー トの方法 の説明 と学習 目標 に基 づいた論題 「若い 世代
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3

学

期

に増 加 す る フ リー ター 」 を決 定 す る。

デ ィベー ト準備③ 各 グルー プに分かれ、 フ リーター賛成派 と反対派 を決め 、各 グ

ルー プ内の役割分担を決め る。資料収集 ・分析方法 を説 明す る。

デ ィベー ト準備④ 各 グループ毎 に話 し合い、フ リー ターに関す る資料収集 を行 う。

デ ィベー ト準備⑤ グル ー プ毎 に資料 を確認 し、検 討す る。草稿 を執筆 し、台本 の

読み合わせを行 う。

デ ィベー ト準備⑥ 「若 い世代 に増加す るフリーター」 を論題 にデ ィベー トを実施

す る。

デ ィベー トの反省

⑦

フ リーターの問題 点 について考 え るな ど、デ ィベー トの反省 を

行 う。

デ ィベー トの

まとめ ⑧

デ ィベー トによる授業の まとめ として、職業 の意義 と役割 につ

いて意見交換 を行 う。

(3)第3学 年の年間指導計画 の例

第3学 年は具体的な進路先 を決定す る時期である。希望す る進路 を実現す る意志を固め、

主体的 に進路 の選択 ・決定 に取 り組む ことが求め られ、年間指導 計画のね らいを 「未来 を

拓 く一 自己実現 に向けて一」 とした。 このね らいを踏 まえ、1年 間を通 して、 自己の進路

や生き方 をテー マとした卒業論文 を作成 ・発表 し、 自己の進路や生き方 についての考え を

整理するとともに、問題解決能 力や表 現力な どの能 力の育成を図る こととした。第1・2

学期の卒業論文 の作成に当たっては、イ ンターネ ッ トをは じめ とした各種 メディアを利用

し、情報 を主体的 に収集 ・活用す ることとした。第3学 期は、作成 した論文を発表 し、生

き方や将来就きたい職業は人によって異なっている ことに気付かせ 、多様な人生観、職業

観があることを理解する とともに、友人や保護者 、地域社会 の人々な どか らのア ドバイス

を受 ける ことを通 して、改 めて 、自己の進路 について考え を深める こととした。なお、年

間1単 位(35単 位時間)と し、授業の実施は、週1時 間 を基本 とす る。

学習 目標 ・年間学習計画 を説明す る。論文作成 の基本的マニュ

アル を配付 し、学習方法の概要 を説明す る。

ア ンケー ト調査 生徒が 自己の興 味 ・関心の所在 を踏 まえ、進路や生 き方に関す

・個別面談 るテーマ を設定 し、同じ内容 のテーマ毎 にグルー プに分かれ る

ことを説明す る。

テーマ及び テーマ別 にグループを決定す る。論文テーマの検討な ど、今後

グルー プの決定 の作成計画のアウ トライ ンを討議する。

論 文 作 成

(研究テーマへの

アプローチ)

① 論文の基本構 想を研究 計画書 にまとめる。

② 担 当教員の助 言のもと、論文作成の基 本構想 をグループ内で

発表 し、意見 交換す る。

③ グルー プ内での意 見交換 を踏 まえ、論文のテーマや基本構想

を再検 討 し、決定す る。
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論 文 作 成 皿 論文作成 に向けて、資料 の収集 ・調査活動を実施す る。

(ワ ー キ ング)
r

図書館や各種資料館 、イ ンターネッ トな どの積極的活用、 自

治体 や大学、企業な どの訪 問、社会 人な どへのイ ンタビュー、

ア ンケー トな どによ り調査する。
㌧

夏 執 筆 作 業1 1学 期の準備作業に基づき論文の草稿を執筆する。

グルー プ内で、 これ までの論文執筆 の進捗状況 を発表す る。必

中 間 報 告 要 に応 じて修正や再調査 、資料補充な どを行 う。また、完成に

2 向けて課題の検討 を行 う。

執 筆 作 業H 中間報告 を踏まえ、原稿 の執筆 、論文の完成 を目指す。

①グループ内で完成原稿の読み合わせを行 う。

学 グルー プ内発表 ②完成原稿 について、教 員 ・生徒 による討議 を行い、相互 に評

価 す る。

③卒 業論文発表会に向 け、グループ代表論文の選考 を行 う。

期 卒業論文発表会準備 卒業論文発表会 に向け、発表用 レポー ト及びプレゼ ンテー シ

ヨン用資料を作成する。

卒業論文集の作成 各 自の完成原稿 をま とめ、卒業論文集 の作成作業を行 う。

3 卒業論文発表会 研究成果の発表は、保護者や地域社会の人々などにも公開す

学 る。 また、保護者や地域社会 の人 々の意 見な どの外部評価 も取

期 り入 れ る。

評 価 と まとめ 1年 間 のまとめと自己評価 を行 う。

4第1学 年第2学 期 における授業展開の事例

第1学 年の第2学 期は、まだ、多 くの生徒の進路意識は低い。第2学 期は 自己探求 ワー ク

ショップによ り、各種の職業についての興 味 ・関心 を高め るとともに、職業研究、また、職

業研究 に基づ く大学 ・専門学校 の研究 を通 して、各種の職業につ いての理解やその職業 に就

くための進学先につ いての理解 を深 めることとした。

(1)単 元設定の理 由

社会 ・経済の変化 の中、新 しい産業が生まれ 、多種多様な職業 が存在す るようになって

いる。現代の高校 生は、職業が多様化する中で、昔 に比べて仕事 というものが見え にくく

な って お り、その内容や 目的について具体的なイメー ジが持てな くな っている。そ うした

多 くの職業の中か ら、自己 に適 した職業 を見つけ、生 き甲斐を感 じなが ら職業生活 を送る

ことがで きるよ うにす ることが重要で ある。本単元で は、作業学習 を工夫 し、楽 しく作 業

す ることを通 して、積極的 に自己に適 した職業を考 えようとする意欲 を育成 した い。,

(2)単 元の内容

第1時 自己の適性等 の理解 を図るため、 自己発見 ワー クによる作業学習を行 う。

第2・3時 進路探 索 ワー クの作業を通 して、各種 の職業 に関する 自己の興 味 ・関心の具

体的な内容 を理解す る。 【本時】
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(3)単 元のね らい

① 自己の適性等 の理解 を深めるとともに、各種の職業 に対する興味 ・関心 を高め る。

② 各種 の職業の中か ら、 自己に適 した職業の意識化 を図 り、希望す る職 業に就 くため の

努力の大切 さに気付 く。

(4)本 時

① 本時のね らい

ア 職業の多種多様性 について理解 し、自己の生活 が多種多様 な職業に支 え られて いる

ことに気付 く。

イ 各種の職業 に対 して、 自己の興 味 ・関心が どこにあるかを理解する とともに、 自己

に適 した職業 を意識 してい く。

② 授業展開(100分)

時 間 学 習 項 目 学 習 内 容 指導上の留意点

○思いっ く職業 を上 ○各 自が思 いつ く職 業を上げ、 ○職業に対する偏見が

15分 げ る 。 様々な職業がある ことを知 ないよ う指導す る。

る 。

○各種の職業にっい ○少しでも興味や関心のある職 ○その職業に就けるか

て 、 自己 の興 味 ・ 業 には職業カー ドシー トのY どうかで判断せず

20分 関心を知 る。 に、全 く関心の無い職業 には に 、興 味 ・関心 を基

Nに ○を付 ける。 準に○を付けさせ

○知 らない職業については互い る 。

に相談 した り、辞典な どで調 OYが 少なくな りすぎ

べ る 。 ないよう各職 業につ

いて説明す る。

○職業カー ドシー ト ○職業カー ドシー トを職業別 に ○紛失 しないよう注意

の各職業を分類す 全て切 り離 し、YとNを 分類 させ る。

る 。 す る 。

OYの 職業 をグルー ○そ の職業 に対す る興味 ・関心 ○グループ分けの基準

プ分 けす る。 の程度や適性 、生 き甲斐な ど は 自由に考え させ

45分 を基準 にYを3つ 程度のグル る 。

一 プ に分 け る。

○ グループ分け した ○グループ分けした職業の関係 ○ グループ分 け した職

職業の関係、グル を考 えなが ら、各 グルー プ毎 業問の関係を充分時

一 プ名 を考 え る。 に ワー ク シー トに貼 り付 け 、 間をかけて考えさせ

グルー プ名を書 く。 る 。

ONは 右端 に貼る。 ○各グループ名は異な

った色を使 って書か

せ る 。

○ 自己のキ ャッチ フ ○各 グルー プ名 を基に、職業 に ○互いに相談せず自分
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レー ズ を考 え る。 っ いて の考 え・を ま とめ 、今 の らしさ を 出 させ る。

自分につ いてのキ ャッチフレ ○友人の考え方を批判

20分 一 ズ を考 え る。 する ことのな いよ う

○感想 を書 く。 ○各職業についての自分自身の 指導す る。

考え方や分か った ことな ど、

感想 を短 くまとめて書 く。

③ 評価 の観点

ア 職業カー ドシー トの作業 を通 して、職業についての興味 ・関心 を高め、そ の多様性

に気付 くことができたか。

イ 興味 ・関心のある職業の分類 を通 して、それ らの職 業に対する、 自己の興味 ・関心

の具体的な内容 について理解 できたか。

ウ 自 ら進んで意欲 的に、 ワークシー トの作業 に取 り組む ことができたか。

④ 授業での使 用資料

ア 職業カー ドシー ト(一 部抜粋)

1作 家Y・N 21芸 術 家Y・N 55外 交 官Y・N 82韻 盤論Y・N 119トラック臨 手Y・N

2経 馨獺Y・N 29マ ン ガ家Y・N 輔 闘鶏員Y・N 83社会雛 士Y咽 1加朔ン塀 厩 員Y・N

スポーツ3Y
・Nイ

ンストラクター
30航 海 士Y・N 57医卿 韻Y・N 割 薬 剤 師Y・N 121看 護 士Y・N

4商 品管縣Y・N 3勘 蝦 鯖 係Y・N 58奮 書Y・N 邸 造 固 師Y・N 122牧腿 儲Y・N

5ア ナウンサーY・N ll鯨 検査技師Y・N 59研蜥 耽 員Y・N 衡歯籠 牡Y・N 櫛 鵬厩員Y引

6百 貨店販韻Y・N 1]ス チュワーデスY・N 6。1ユ桑ジ1ヤンY・N 87椴 技儲Y・N 124出難 編集員Y咽

7幼 稚園獺Y・N 34的 車難 士Y・N 61脳'1レ1卜Y・N 麗 言諏 法士Y・N 】乃 俳 優Y・N

8小 学校獺Y・N 35鱒 通信士Y・N 62美 容 師Y・N 89腔 蘭 官Y・N 126声 優Y・N

9中 学校教員Y・N 16理学療法士Y・N 6]学 芸 員Y・N
インテリアgoY ・N
コーディネーター

127飲食離 営者Y・N

10高 校教員Y・N
スーパーマーケット37Y

・N販売員 糾 カメラマンYIN
OA機 器91Y ・N

ト尉 一ピスマン
伽 公詔会計士Y・N

n大 学教員YoN 38鯉 唱Y・N 65パ イ助 トY・N 92自 篇 官Y・N 伽 タクシ漣転手Y咽

12難 学校教員Y・N 19自動軒 榊Y・N "懸 相韻Y・N 91保麟 交員Y・N 130司 法 書 士YoN

13養 護教諭Y・N 40医 師Y・N 67警 察 官Y・N 94書道纏調Y咽 131鵬 デザイナーY・N

14保 育 士Y・N 41理 容 師Y・N 68ト リマ ーY・N 95通 訳Y咽 B2騨 臨 士Y・N

15消 防 官Y・N 42弁 護 士Y・N 69歯科技工士Y・N %税 理 士Y・N B3銀 行 員Y・N

16航空難 士Y・N
シナリオ43Y

・Nライタ
ー

メイクアツブ70Y lN

アーチス ト
97カ ウンセラーY咽 田 司 書Y・N

1噺 聞記者Y・N 嘱 調 理 師Y・N 71柔道鮪 師Y・N 兜 バスガイドY・N 135コ ヒし ライターY・N

18栄 養 士Y・N 45評 論 家Y・N
ラジオ ・テレビ72Y・N

放送技儲
9臓 判 官Y・N 136郵便局韻Y・N

19測 量 士Y・N 46不動産雛 士Y・N 71獣 医 師Y・N ioO麟 技儲Y・N 13腱 築 士Y・N
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イ 進路探索 ワー ク(一 部抜粋)

職業を遍して自己理解を深めよう 実施日 平域 年 月 日 年 組

作藁の位万
・NにOを 付 けた蔵集 カー ドシー トを丁寧に切 り取 りYとNt:分 けてNは 右側の枠に貼 る

②Yの カー ドを好 きなことを基準 にして グルー ブ分{tを して各グルv-一プに名菌 を付ける

③各 グループの関係 を考 えなが ら左 の枠 にグルー プ侮に貼 ってい妻グルー プ名 を記入する

④ グループ名 を見なが ら自分 のキヤ ヅチフレー ズf・Ats自 分Jを 書えて記λ する

轡
π ①「†

一

嶋揖
画 電瞬

〆ン 臨

♂

/

い ろ い ろ+よ

幡穣愈
＼＼

麹 灘 胸夢 ＼

諾鋤
嘲 帥 融 ⑩/

、ノ'"げ

・小轍湘 Φ・「,一幼撫 ⑪

塵 勲 員①N「亜i腱 φ

Ile召tr一 ① 製

＼〉ヒ

⑤ 生徒の感想 ・

(ア)もっといろんな ことに興味を持ちたい。(イ)や りたい職業が いっぱいあって驚いた。

(ウ)職業はいっぱいあるけど,成 りたいものはす ごく少な いと思 った。(エ)自 分 の中にち

ゃん と職業を考 えている 自分がいると分か った。(オ)や りた いことを発見 した。(カ)自 分

のや りたい仕事が見つかる と思った けど、なかなか見 つか らなかった。 このままではだめ

だ。(キ)私 は人 との接触 をす る職業が好きな ことが分か った。(ク)夢が無い ことに気付い

た。(ケ)意 外 と夢が多 くて安心 した。(コ)初 めて こんな授業を受 けて楽 しか った。

5第2学 年第3学 期 における授業展開の事例

第2学 年 の第3学 期 にな ると、多 くの生徒が 自己 の進路 をよ り現実的な もの として考 え

るよ うになる一方 で、最近 の傾向 として 、職業観や勤労観が未成熟なため、や りた いこと

が 見付か らず、 自己の進むべ き道 を見いだせない生徒が増加 している。そ こで、第3学 期

は、「若 い世代 に増 加す るフ リー ター」 をテーマ にデ ィベー トを実 施 し、職業 の意 義や役

割 にっいて議論す ることを通 して、職業観や勤労観について考え させ ることとした。

(1)単 元設定の理 由

2001年 度の労働 白書 によると、フリーター人口は150万 人を超 え、その約47%が 高

等学校卒業者 とな っている。 フリー ター については様 々な考え方が あ り、本研究では 、

特 に職業観や勤 労観が未成熟 なため に、進学 しよ うともせず,定 職 に就 こうとも しな い

若者 をフリーター と して考 えた、 今日、生徒 の中には、特 定の職業 に就 いて働 くことに
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対 して 、辛 いもの、嫌な もの とい う先入観や生活 に必要な収入を得 るための手段 に過ぎ

な いという考え方があ る。 しか し、人間 は、職業 を通 じて、社会 の一員 としての役割 を

果た し、他 の人 々と結び付 き、 自己実現 を図る とい うことは、今 も昔 も変わ らな い。そ

こで 、フ リー ターの持つ問題点 を教員が 教えるので はな く、生徒が相互 に自 らの意見 を

述べ合 う ことによ り発見 させたい。また、 自己の主張 を裏付 けるための新聞 ・書籍な ど

か らの情報収集 を通 して 、進路情報の収集 ・分析 ・活用能 力の育成 を図 りた い。

(2)単 元 の内容

第1時 ディベー トの方法を理解 し、学習 目標 に基づ く論題 「若 い世代 に増加す るブリ

ーター」を決める。

第2時 デ ィベー トの役割 分担 を決める とともに、資料収集 ・分析 の方法 を理解す る。

第3時 グループ毎 に話 し合い、 フリーター に関する資料の収集 を行 う。

第4時 収集 した資料 を分析 し、草稿の執筆 を行 う。

第5時 「若 い世代に増加す るフ リー ター」を論題 に、ディベー トを行 う。【本時】

第6時 デ ィベー ト授業 の感想 を話 し合 い、フ リーター に関 して、自由に意見交換する。

第7時 前時 までの授業 を踏 まえて 、職業の意義や役割、職業 を通 した 自己実現 につい

て考 える。

(3)単 元 のね .らい

① フ リー ター について、様々な情報 を収集 し、 フリーター の現状 と意識 を理解す る。

② フ リー ター について、情報を分析 し、ディベー トの論点 を的確 に把握す る。

③ 職業観 ・勤労観 の未成熟な ど、 フリーターの持つ問題点 について考え る。

④ 職 業を通 した 自己実現 について、主体 的に考 える。

(4)本 時

① 本時のね らい

ア フリー ター についての賛成意見 ・反対意見 を踏 まえ、フリー ターの意識 を考え る。

イ 職業の意義や役割を主体的 に考 える。

ウ 他者の意見 を主体 的に受 け止め、意欲的 に自己の考 えを発言す るとともに、積極

的 に議論を聞 く態度を育成する。

② 授業展開(50分)

ア 役割分担 司会1名 時計係4名(各 派2名 ずつ)

審判2名 賛成派論者 ・反対派論者 それぞれ6名

イ 競技時間40分

ウ 論 題 「若 い世代に増加す るフ リーター」

(授業 につ いては、展 開のみ掲 載す る。)

時 間 学習の進め方 生徒の主な意見

6分 フ リー ター賛成派 立論 ① 自分の夢に向かって突き進むためのフ

リー タは悪 いことではな い。

② 自分の本当にやりたいことを実現する

ためには自由な時間がほしい。
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6分 フ リー ター反対派立論 ① フリーターは立場が不安定で生活が安

定 しな い。

展 ②従来のアルバイター と今のアルバイタ

一は考え方が違っていて、今は安易に

考える傾向にある。

2分 質疑応答 反対派→賛成派 ① フリーターはだれでも夢を追いかけて

い ると思 って いるのか 。

2分 質疑応答 賛成派→反対派 ① フリーターは全て、生活が不安定 と考

えて いるのか。

36分 2分 作戦タイム

5分 反対派反対尋問 ① 全て のフ リー ターが 、夢 を追 いか けて

い るわ けで はな い。

② 自分が好きなことをや って生活するこ

とは楽 しいが、働 く辛 さや苦労を味わ

って人間は成長する。

開 5分 賛成派反対尋問 ①人生は一度 しかない。 自分が納得でき

る道に進むほうが幸せである。

②月に20万 円以上も稼いで、生活が十

分 に安定 して いるフ リー ター もいる。

2分 作戦タイム

3分 フリーター反対派最終弁論 ① 自分の進路をじっくりと考え、本当に

自分に合った職業を見つけることが大

切で ある。

3分 フリーター賛成派最終弁論 ① 自分のや りたいことをとことん追求 し

てか ら定職に就いても遅 くはない。

③ 評価の観点

ア 職業観 ・勤労観の確立、職業を通 した 自己実現 という観点か ら、 フリーター の意識

を考える ことがで きたか。

イ 相手の主張 を的確 に理解 し、 自己の考え を適 切に表現する ことができたか。

ウ 賛成意 見 ・反対意見 を客観的に判断 し、 フリーター について 自己の見方や考 え方 を

持つ ことができたか。

④ 生徒の感想

ア デ ィベー ト授業 を経験 して どのような感想 を持 ったか。

(ア)楽しか った30人(イ)つ まらなか った2人(ウ)ど ち らで もない5人

イ フ リーター に関 して、デ ィベー トの前 と後では どのような印象 を持ったか。

(ア)以前 と考え方が変わ った11人(イ)以 前 とさほ ど変わ らない26人

ウ 今後、 自分の進路 について、 じっ くり考えよ うと思 うか。

(ア)はい33人(イ)い いえ0人(ウ)分 か らな い4人
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工 感想文 舛

(ア)おもしろか った。初めはフ リーター賛成派だ った けれ ど、反対派 の意見 を聞いて

納 得できる点 もた くさんあった。(イ)論 者 の人が よく調べてあ り、ためになった。

(ウ)両方の話を聞いていて楽 しかった。 自分 の進路 に対 して真剣 に取 り組 もうと思 っ

た。(エ)フ リーターのいい点 も悪 い点 も分か ったので良かった。(オ)自 分が 人前で

こんなに話せ るとは思わなかった。 自信がついた。

6ま とめ と今後 の課題

今回 の研究 にお いて は、総合的な学習の時間において、「進路学習」をテー マ として取 り

上げ、高等学校3年 間を通 して、生徒が 自己の在 り方生き方 を考え、職業観や勤労観 の確立

を図る学習 を目指 した。 こうした学習 を通 して、生徒が将来 に向けて、進 んで 自己を生かそ

うとす る意欲や態度を培 い、人間が生きて いく上で の職業や勤労 の果たす意義や役割にっい

て認識 を深め ることができるもの と考 えた。 また、自己や職業 につ いての学習 は、 自己 と社

会 とのかかわ りを意識させ、社会や経済な ど、幅広 い視野で学習す ることを促 し、社会 を構

成す る一員 と しての責任 を自覚 させるものと思 う。

一方 、総合的な学習 の時間は新 たに設 け られた学習活動であ り、今回 の研究で作成 した年

間指導計画の実施 に当たっては、様 々な課題 も考 え られ る。

総合的な学習の時間にお ける 「進路学習」 と従来か ら行 われて いる 「進路指導」 をどのよ

うに有機的 に結び付けるか ということが ある。進路 に関する指導 は、卒業時の進学指 導や就

職指導で はな く、生徒 の在 り方生き方 につ いての指導である。特定の学年や教科等 での指導

ではな く、学校全体 で指導体制を確立 し、全ての学年、全ての教科等 を通 して、組織 的 ・計

画的 に行 う必要がある。そのためには、総合的な学習の時間にお ける 「進路学習」を各学校

の進路指導の全体計画 の中に位置付 けることが重要であ り、特 に、今 回作成 した年間指導計

画は各学校の進路指導 計画 と調整す る必要 もある。

また、高等学校では、教科の専門性 を重視 した指導が行われ るため、横断的 ・総合 的な学

習の指導の経験が少な いと思われ る。 「進路学習」 の指導 に当た っては、必 ず しも各 教員の

専門性 を踏 まえた指導 内容 とな らないこともある。各教員が 自分の専門教科 に固執す るので

はな く、専 門性 を生か しなが ら、横断的 ・総合的な学習の指導ができるよ う、今 まで以上 に、

校 内にお けるコミュニケー ションを図 ってい く必要がある。

さ らに、講演会、体験的な学習 、課題調査等 を実施するに当た っては、講演会 の講師、見

学や就業体験の可能 な企業等、ボランテ ィア活動等の受け入れ可能な施設な どを新 たに開拓

する ことも必要である。そのためには、保護者や地域社会 の人 々に総合的な学習 の時間 の意

義を積極的 に伝 えて いくな ど、家庭や地域社会 とともに生徒 を育成 してい くとい う視点が重

要である。

「進路学習」の実施 に当たっては、様々な実践上の課題 もあると思われるが、全ての生徒が

将来 に向けて、豊かな 自己実現 を達成 し、真 に豊かな生活 を送れるよう、課題解決 に努力 し

たい。
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Ill国 際理解(第2分 科会)

1研 究の趣 旨

交通手段 の発達 や情報化が進む中、経済、社 会、文化等の様 々な分野で国際交流が進展 し、

国際的な相互依存関係がます ます深 まって いる。特 に、世界的規模での情報通信 のネ ッ トワ

ー ク化の進展 は、国際化の進展 を一層促進 し、他 国をますます身近な ものにさせ るよ うにな

って いる。 こうした国際化 の急速な進展の中で、絶 えず国際社会 に生きて いるという広 い視

野 を持つ とともに、国家を越えて相互 に理解 し合 うことは、ますます重要な課題 となって い

る。

国際化 の進展は、人 と人 との相互理解 ・相互交流が基本 となる もので 、そ の意 味で、学校

教育の果たす役割は重要であ り、これか らの学校 において は、生徒 に対 して、広 い視野 を持

つ とともに、異文化 に対する理解や異文化 を持つ人々 と共 に協調 して生きてい く態度 を育成

する ことが一層求め られる。また、国際理解 の学習 は、既に これ までにも、各学校 において 、

各教科 ・特別活動 にお いて様 々な取 り組みが行 われてきて いるが、明確な指導理念 に基づ く、

横断的 ・総合的 な取 り組みが行われてきた とは言い難 いところもある。

そ こで、本研究で は、総合的な学習 の時間 にお いて国際理解 を取 り上 げ、教科等 にお ける

学習 との関連 を図 りなが ら、自国の文化 につ いての理解 を深める とともに、広 い視野 を持 ち、

異文化 を理解 し、 これ を尊 重する態度や異なる文化 を持 った人々と共生できる資質 ・能力の

育成 を目指 して、年間指導 計画、実践事例 を作成す ることとした。

2年 聞指導計極の例

これか らの国際社会 にお いて、異文化 を持 った 人々と共 生できる資質 ・能力 を育成 して い

くため には、相互の多元的な価値観や歴史 的伝統 を理解 し、相互 に尊重 し合 う態度 を育成す

ることが重要である。そ こで年間指導計画 の作成 にあたって、第1学 年では、他者(他 国)

の持つ文化や価値観な どの理解 、第2学 年で は、 自己(自 国)の 持つ文化 や価値観 な どの理

解、第3学 年では、 自己(自 国)と 他者(他 国)の 違 いを受容できる態度の育成 をね らいと

した。そ の際、国際理解が単 に知識理解 にとどまることな く、実践的な態度や能 力の育成に

まで高め られるよ う、体験的な学習や課題学習な どを工夫する こととした。

(1)第1学 年の年間指導計画の例

第1学 年の生徒 の実態をみ ると、国際化 とい う言葉への関心 はある ものの、外国の文化

や 生活、習慣 、価値観な どについての興味 ・関心 は必ず しも高 いとは言 えな い。国際理解

の学習 を進 めるにあたって は、外 国の生活や文化 などを理解 し、その違 いを受容する態度

の育成が極 めて大切である。そ こで 、第1学 年の年間指導 計画のね らいを 「外国の文化や

生活、人々の物の考 え方について興味 ・関心 を高め させ なが ら理解 を促す」 とした。第1

学期は、外 国人講師による講演会や参加学習 型アクテ ィビテ ィーなどを工夫 して、外 国の

文化や生活、人々の物の考え方な どについて興味 ・関心 を高めさせる ことをね らい とした。

第2・3学 期は、生徒 の興味 ・関心のある世界 の地域 を調査 させ、 日本の文化や生活 との

違 いを理解 させる こととした。なお、生徒が途 中で学習意欲 を失うことのな いよ う、毎時

間の授業の最後 に、 自己評価や授業 につ いて の感想 を書かせ(ポ ー トフォ リオ形式)、 教
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員による適切な指導 ・助言 を行 うこととした。 醐

学期

1

学

期

2

学

期

学習内容 ・活動

① オ リエ ンテー ション

②外国人講師 による講演

日本 と外国の文化や生活な どの違いを

理解する。

③{参 加型学習}四 隅 の部屋

④{参 加型学習}ブ レインス トー ミング

⑤{参 加型学習}フ ォ トラ ンゲージ

⑥{参 加型学習}貿 易ゲーム

⑦{参 加型学習}シ ミュ レー シ ョン

⑧{参 加型学習}ロ ールプ レイ ング

⑨{参 加型学習}非 識字 ゲー ム

〈国際交流会〉

⑩国際交流 の準備

自分の身近 にある衣 ・食 ・住、芸術な

ど現代の 日本の文化や 生活 について調

べ る。

⑪外国人講師、留学生な どとの交流会

3～5グ ルー プに分 かれ、外国人講師

や留学生の出身国の説 明を聞いた り、

現代の 日本 の文化や 生活 な どについて

紹介 した りす る。

〈調査学習〉

⑫調査学習の準備

学習計画等 を作成す る。

⑬ インターネ ット講習 会

調査学習に向けて、情報 の収集方法を

理解す る。

⑭世界の各地域 について の調査学習

興味 ・関心 のある世界 の地域 につい

て 、政治や経済、人々の生活や文化な

どを調べる。

〈調査学習の発表会〉

⑮調査学習の発表に向けてのプレゼ ンテ

ー ションの講習

調査学習の発表に向けて、パ ワーポイ

ン ト等 の使用方法につ いて理解す る。

時数

12

15

指導上の留意点

①外国の文化や人々の物 の考え方

な どを理解する意 義を十分 に説

明する。

②1年 間の学習 に対す る動機付け

とな るよ うにす る。

③～⑨参 加学習型アクティ ビテ ィ

ー においては、 自己(自 国)と

他者(他 国)と の違 いな どを体

験 し、他者(他 国)の 立場 にな

って考え ることがで きるよ う、

教材内容、教具の準備 をする。

⑩外国人講師や留学生(ア ジア、

アフリカ、南北 アメリカ等)の

人数は、各クラス に3～5人 と

す る。また、講師や留学生の出

身国、予定 されてい るパフォー

マ ンスの内容は9月 初旬 の早い

時期に知 らせ、準 備 し易いよう

にする。

⑬ ホームペー ジ検索の方法、メー

ルの作 成、送信方 法やネチ ケッ

トな どについて も講習す る。

⑭ アクティ ビテ ィーや交流会で分

か った 自己(自 国)と 他者(他

国)の 違いや疑問 に基づき、班

を編成させ る。生徒が調べた い

課題 を自由に設定 できるよう、

国別 とはせず、アジア班、 アフ

リカ班 、ヨー ロッパ班 、オセア

ニ ア班、南北 アメリカ班な どの

地域別 に分 ける。
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⑮ ソフ トの使用方法 だけでな く、

他の班 の調査 内容 につ いての評

価方法や、 自己評価方法等 も説

明す る。



⑯班別 プレゼ ンテー ション

クラス 内で、班毎 に、世界の各地域 に

つ いての調査 内容 を発表す る。

⑰ プ レゼ ン大賞(発 表会)

クラス対抗 で、各 クラスーっの班が発

表す る。参加者全員が発表内容 につい

て考 え、評価 し、大賞を決め る。

〈1年間の学習のま とめ〉

⑱ 自己評価 ・授業感想 ファイル の整理

ファイル の書き足 りな い箇所や、書い

ていない箇所を補足する とともに、

年間の自己評価 、2年 生での学習の展

望を書 き提出す る。

⑯ クラス内の評価 の高い班 をプレ

ゼ ン大賞(発 表会)に 選 出する。

⑰発表につ いての評価 の観点、総

合評価 を記 した評価 票を配布す

る。

⑱ ファイルの整理 を通 して、 これ

か らの国際社会で どのよ うに生

きた らよいか を考 えさせる。

(2)第2学 年 の年間指導計画の例

国際理解 の学習 を進 めて いくにあたっては、 自己(自 国)が どういうものであ るかを

知 る こと、す なわち 自己(自 国)の 座標軸 を明確 に持つ ことが極めて重要であ る。 この

ことな くして、他者(他 国)か らも理解 されず、他者(他 国)を 理解す ることもできな

い。そのため には、我が国の歴史や伝統 文化 な どにつ いての理解 を深め させ ることが必

要であ る。・先人達 によって、 どのよ うな文化 が創造 され、現代の社会 に継承 され 、我々

の生活 をどのよ うに豊かな もの にしているか とい うことにつ いて理解 を深 める ことが大

切であ る。そ こで、第2学 年では、 日本の伝統文化 について理解 を図 る ことをね らいと

して 、年間指導計画 を作成す ることとした。

年間指導 計画 を作成す るに当たって、 日本文化 についての生徒 の関心度 をアンケー ト調

査 した。調査結果 では、 「日本 の伝統 文化 に関心があ りますか」 とい う質 問に対 して、

調査対象生徒の約44%が 「とて もある」 「やや ある」 と答えたものの、約56%が 「あ

ま りな い」 「全 くな い」 と答 えた。 また、 「日本の伝統文化 を知 る ことは大 切だと思 いま

すかJと い う質問に対 して、約76%が 「とて も思 う」 「やや思 う」 と答 え、約24%

が 「あま り思わない」「全 く思わない」 と答えた。

〈日本文化に幽するアンケート結渠〉
1日 本の伍纏文
化に蘭Oが あリ
蜜すか

2.日 本の掻債

文化を勉る二と
1寂大切だと3い

演すか

3.藁道がB本 の
飯鎮実化の一つ
である二とε鋤っ
てい塞,か

とてもある ややある

86273

N=820

とても思う やや思う

204420

N=818

知っていた 釦らなかった
597162

N=759

16に

あまりない 全く無 い
312149

あまリ思わない 全く思わない
14945

■taeい た

0知 ら かoた

⑱
一

屑ややある
Oあ家りない
ロ全《傭い

㊧
■とても悪う
團やや思ラ
ロあまり思わない
ロ全く思わない
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調査結果 を通 して、多 くの生徒 は、日本の伝統文 化 を知る ことは大切だ と思 っているが、

余 り関心 はない とい うことが伺 える。学習 の必要性 は感 じて いるが、興 味 ・関心 が湧かな

いという実態がある。そ こで、年 間指導 計画 の作成 にあた っては、生徒 の興 味 ・関心 を喚

起す ることをね らい とした。第1学 期 は、生徒が 身近な 日常生活の中で 「お茶 」に親 しん

で いること、また、ア ンケー ト調査 の結果 よ り、多 くの生徒が 「茶道が 日本 の伝統文化の

一つであ ること」を知 って いる ことに着 目し
、学習の導入 として、茶道 の体験 学習 を工夫

す ることとした。 また、第2学 期 の 日本の伝統文化 についての調査学習 では、 日本 の伝統

的な文化 について多 くの素材 を提 示 し、生徒が 自己の興味 ・関心 に基づ き課題 テーマ を設

定 し易 くす るよ うにす る とともに、資料館 の見学等の体験的な学習 も工夫 した。さ らに、

第3学 期の調査学習の発表会 では、外国人留学生 との交流会 を企画す ることとした。

〈茶道体験 を通 した、 自己の課題 テー

マの発見〉

① オ リエ ンテー ション

②茶道 について知 る。

本、 ビデ オ、ス ライ ド等 を活用 し、

茶道への興味 ・関心を高める。

③茶道 を体験す る。

先ず 、 自由に抹茶 を飲 む。次 に、作

法 に基づ き抹 茶 を飲 み、その違 いに

ついての感想 を交換する。

④ 茶道体験 を踏 ま えて 、 日本の伝統文

化 に関す る課題テーマ を選択す る。

衣 ・食 ・住 、スポーッ、遊び、芸能、

年 中行事 な どの幅広 い素材か ら、 自

由に選択す る。

⑤ 課題テー マ別 にグルー プ に分か れ、

調査学習の準備 をする。

〈課題調査 とグループ発表 〉

⑥ グルー プ毎 に 日本 の伝統 文化 に関す

る調査を行 う。

⑦ グループ内で発表す る。

グルー プの生徒全員が発 表 し、調査

内容、発表方法等 について意見 を述

べ る。

⑧ グループ間で発表す る。

各 グルー プのテーマ に基 づ き、 グル

ー プ毎 に発表 内容 をま とめ、発表す

① 日本の伝統文化 を理解す る意義や

重要性 について説明する。

②茶道体験 への動機付け となるよ う

に し、茶道につ いての説明は深入

りしない。

③茶道 に親 しませ るため、和やかに

楽 しく行 われ るよ う雰囲気づ くり

を心掛ける。

④ 自己の興 味 ・関心 に基づき、主体

的 に課題 を選択できるよ う、生徒

の身近 にある素材 をできるだ け多

く例示する。

⑤調査学習の準備期間に、様 々な調

査方法(コ ンピュータを活用 した

情報検索方法等)を 提示す る。

⑥課題調査 は、外国文化 との比較 を

視野 に入れた もの とする。

⑦生徒が人前で発表す る ことに対す

る苦手意識 を取 り除 けるよう、少

人数 によるもの とす る。

⑧パ ワーポイ ン ト等 も活用 し、生徒

の表現 力の向上を工夫す る。また、

各グルー プには、調査結果をクラ
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⑨冊子 の作成 とまとめを行 う。

グルー プ間発表の内容 をまとめる。

〈国際交流 を通 した異文化理解〉

⑩ 国 際交流会 開催 に向 けて 、グルー プ

に分かれる。

留学 生等 に 日本の伝統文化 を紹介す

るグルー プ、留学生の 出身国 につ い

て調べるグループ等 に分かれる。

⑪ グルー プ毎 に交流会で紹介 す る内容

等について調べる。

2学 期 に学習 した 日本 の伝統文化(茶

道 、着付 、食文化 等)を 更 に詳 しく

調 べた り、留学生 の出身国の文化 を

調べた りする、

⑫ 国際交流会 開催 に向けての企画 ・準

備 を行 う。

⑬ 国際交流会を実施する。

⑭1年 間の まとめ を行 う。

ス内の他 のグループの生徒 に分か

りやす く説明 させ、 クラス全体で

個 々の調査内容 を共有 し合 う場 と

す る。

⑨3学 期 の国際交流に活用できる も

の とす る。

⑩ 国際理解教育振興 フ ォー ラム等の

外 国人留学生の斡旋 団体か らのパ

ンフ レッ ト等 を提 示す る。 日本文

化 につ いては、外国の人に紹介 し

たいものを取 り上げる。

⑪ 各グルー プ間での意見交換、外国

文化 に関す る質問 もリス トア ップ

させ る。

⑫英語 によるプレゼ ンテー ションの

練習 も行わせ、表 現力の向上を工

夫す る。

(3)第3学 年 の年間指導計画につ いて

第1・2学 年 の学習 を踏 まえ、第3学 年の年間指導計画のね らい、学習の重点 を想定

した。第3学 年 では、 「他者(他 国)と 自己(自 国)の 違 いを認 識 し、違 いを受容 でき

る態度 ・能力の育成」 を年 間指 導計画のね らい とし、年間1単 位(35単 位時間)で 実

施す る。 また、個 人や グルー プで課題を調査 した り、発表 した りす る学習 を工夫する。

① 年間指導計画のね らい

国際理解の学習を進めてい くにあた って、特 に、重要で あると考 え られ ることは、多

様な文化の生活 ・習慣 ・価値観な どについて、「どちらが正 しく、 どち らが誤 っている」

とい うことでな く、他者(他 国)と 自己(自 国)と の違 いを認識 し、受容 し、相互の歴

史的伝 統 ・多元的な価値観 を尊重 し合 う態度 ・能 力を育成 して いくことで ある。国際的

な依存関係がますます深ま り、国際的な協調が必要 とされ る時代 に生きる生徒 にとって、

こうした態度 ・能 力の育成が強 く求め られる。第3学 年では、他者(他 国)と 自己(自

国)の かかわ りの中で、違 いを受容できる実践 的な態度や能 力の育成 をね らいとす る。

② 学習の重点

私た ちには、 自分 とは異な るものを理解で きない もの として片づ けて しま うことがよ
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くあ る。例 えば、 「最 近の若者 の考 えている ことは、全然分か らな い」 とい うことがよ

く聞かれ る。 これは、 自己の考 え方や価 値観 を相対化せず 、普遍化 ・絶対化 し、他者 の

考 え方や価値観 を判断す るた めで ある。 自己(自 国)の 考 え方や価値観 に捉われて、異

文化 の生活 ・習慣 ・価 値観な どを断定的に評価す る ことは、異文化 に対す る偏 見や誤 っ

た理解 に陥 らせ ることにな る。そ こで、第3学 年で は、 自己(自 国)の 生活が多 くの他

者(他 国)と かかわ り支え られて いること、また、自己(自 国)の 文化 や物 の考え方が、

世界 の様 々な文化や物の考 え方 の一つである ことを理解す る ことを学習の重点 とす る。

ア 国際的な相互依存 関係 にっいての理解(第1学 期)

身近な生活 の中にある衣 料品 ・食料品 ・電化 製品な どが、世界 各国か ら供給 され、

世界 の多 くの人々の労働 に依存 していること、また、地球環境 問題 ・エネルギー問題

・人口問題な どの解決 にあたっては、国際的な協調が不可欠であることを理解す る。

学習 に当たっては、 グループ ごとに身近な輸入製品な どを調査 し、発表す る。 また、

地球規模の問題 につ いては、生徒が 自由に具体的なテーマを選択 し、調査 ・発表する。

イ 自己(自 国)の 文化 が世界の様 々な文化 の一つであ ることの理解(第2・3学 期)

世界の各地 域の衣 食住 な どの生活様式 ・宗教な どを通 して、世界には様 々な文化や

物の考 え方がある こと、 また、そ の背後 には地形や気候、歴史 的伝統な どの風土の違

いがあることについて理解 し、自己(自 国)の 文化 を相対化 して捉 え られるようにす

る。学習 に当たっては、生徒が自由に世界の各地域 を選択 し、イ ンターネ ッ ト等 も活

用 して、情報を入手 し、調査す る。 また、第2学 年での 日本の伝統文化 につ いての学

習を踏 まえ、その違 いにつ いて発表する。

3第1学 年第1学 期 における授業展開の事例

第1学 期 は、外 国の文化や 生活、人々の物の考え方 、また、 日本で生活 する外国人の状況

な どについて知 り、自己(自 国)と 他者(他 国)の 違 いにつ いて理解 する ことをね らいとし

た。授業 にあたっては、外国 人講師 による講演、参加学習型 アクテ ィビテ ィー を工夫 し、興

味 ・関心を高めなが ら理解 を深め ることとした。

(1)単 元設定の理由

参 加学習型 アクテ ィビテ ィー を通 して、環境 問題、貿易問題 な ど国際社会 の課題 につ

いての疑似体験、また、非識字体験 などをさせ、世界には日本 とは異な った様 々な考え

方が ある ことや 日本 で生活す る外 国人と自分の置かれて いる状況 の違 いを考 えさせた

い。 また、総合的な学習 の時間は、現実の社会で主体的 に生きていく人間の育成 をね ら

いと してお り、生徒 はホームルーム集団の中で 自己 とは違 った物 の考 え方や価値観 を持

った友人を知 ることによ り、集 団の中で自己を認識 し、主体的な生 き方 を自覚 してい く。

参加学習型アクティ ビテ ィーの様 々な活動を通 して、友人の異なる考え方や価値観 を知

る中で、生徒が主体的な生 き方を確立 していくことを 目指 したい。

(2)単 元のね らい

ア 参加学習型 アクテ ィビテ ィー に意欲 的に取 り組み、他者(他 国)の 文化や生活、物の

考 え方な どについて興味 ・関心 を持つ。

一19一



イ 自己(自 国)と 他者(他 国)の 文化や生活 、物 の考え方 の違 いな どにつ いて理解 を深

める。

(3)単 元の内容

第1時 生徒 の身近 にあ る事項 につ いて、い くつかの質問 を し、質問 に対す る回答の違 い

によって、質問毎 に部屋の四隅に分かれ る。その ことを通 して、 自分 と友人の考 え

方 には違 いと共通性が ある ことに気づき、相互 に尊重 し合 うことについて考える。

(四 隅の部屋ゲーム)

第2時 ある事項 につ いて、思 いついた ことを皆で話 し合 い、そ こか ら何か を見つけだす。

例 えば、ある国の文化や生活な どにっいて、イ メージ していることを自由に出 し合

い、 日本 と外国の文化や生活な どの違 いを知 る。イ メージす る国は、生徒が 自由に

選択する。(ブ レイ ンス トー ミングゲーム)

第3時 ある国 ・地域 の様子 を写 した写真 について、 自由に意見 を出 し合 い、物事 には、

人間 によって多様な捉え方が あるとい うことを知 り、 自己の偏見や 固定観念 に気づ

く。(フ ォ トランゲージゲーム)

第4時 あ る国の立場に立って、貿 易取 引を疑似体験 し、 自由貿易、南北問題等 について

先進国、途 上国な どで考 え方 の違 いがあ ることを知 り、国際貿易の課題 について考

える。(貿 易ゲーム)

第5時 ある事象 をモデル化、単純化 して、様 々な立場 に立 って疑似体験す る。例えば、

開発推進派、環境保全派な ど、様々な立場 で 自然開発 につ いて疑似体験 し、環境 保

全 と開発 について、立場の違 い による考 え方 の違 いを知 る。 自然開発の具体的なテ

ーマは生徒が自由に選択す る。(シ ミュレー ションゲーム)

第6時 国際社会が抱 える課題 につ いて、対立す る二 つの立場 に立って議論 し、洗 進国 と

途 上国な どの考 え方の違い を知 る。国 際社会 の課題 にっ いては、生徒が 自由にテー

マを選択する。(ロ ール プレイ ング)

第7時 生徒の読めな い外国 の文字で書かれた地図 を提 示 し、 目的地 までの移動 を考え さ

せる。そ のことを通 して 、文字 を読めな い人の不安感や生活 の困難 さを疑似体験 し、

自分 と日本で生活 して いる外 国人の置かれてい る状況 の違 いを理解 す る。(非 識字

体験ゲーム)【 本時】

(4)本 時

① 本時のね らい

ア 日本で生活 している外国人が 日本語 を十分読めな いため不 安感 を持 ち、 日常生活で様

々な困難を抱えていることを理解す る。

イ 日本 で生活 して いる外国人 と自分の 日常 生活 にお ける状況の違 いに気づき、相手の立

場 を考 え、共 に生きて いくことの大切 さを理解 し、人権意識 を高める。

ウ 非識字体験ゲームに、意欲 的に取 り組む。

② 授業展開(50分)

時間 学習活動 ・内容 指導上の留意点

○ 日本で 生活す る外 国人が、 日本 語を読めないため不 ○ 授業 のね らい を理解 さ
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安感 を持って生活 している ことを理解す る.

○ 世界の識字 率 を知 り、世界 には、多数の非識字者が

いる ことを理解す る。どのような国々に多いか考える。

○ 世界の非識 字者が どのよ うな生活 を して いるか考え

る。

○ 非識字体験 ゲーム を通 して、文字 を読めな いことへ

の不安感や 生活の困難 さを疑似 体験す る。

①3～5人 ずつのグルー プに分かれ る。

② 韓国語 ・朝鮮語で書かれた大阪地下鉄 路線図 を見

て、次の ことについて考 える。

ア 現在 、千林大宮 駅 にいる。 目的地の天王寺駅は

地図上のどこにあるか。また、目的地 に行 くには、

どこの駅で乗 り換 え、何線 に乗るのか。

イ 目的地 までの料金はい くらかか るか。

③ 各 グルー プ毎 に結果 を発表す る。

④ 韓国語 ・朝鮮語 で書かれた駅名につ いての説明 を

聞き、正解 を知 る。

○ 日本の識字 率は、統 計資料では100%と な ってい

るが、文字 の読めない人が いる ことを知る。

○ 「あるおか あちゃんの話 」 を読み、文字 を読めない

ために受けた心の痛 みや生活の困難 さを理解す る。

○ 授業の感想を書 く。

せ る。

○ 識字率 についての統計

資料等 を調べ させる。

○ 全員で話 し合えるよ

っ、少人数のグルー プに

する。

○ 東京 の地下鉄路線図

は、文字が読めな くて も

想像がつ くため、東京以

外の路線 図を使用す る。

○ ゲームではな く、実際

に直面 した ら、 どの よ

うな気持 ち にな るか発

表 させ る。

○ 文字 を読めないために

受 けた心の痛 みを共感 的

に理解 し、相手の立場に

立 って考えるな どの人権

意識 を持たせる。

③ 評価 の観点

ア 非識字体験 ゲーム にお いて、 自分の考 えを積極的 に発言で きたか。

イ 非識字体験ゲー ムを通 して、 日本で生活 している外国人 の気持ち を実感す ることがで

きたか。

ウ 「あるおかあちゃんの話」 を通 して、文字 を読 めな い人の心の痛 み を共感的 に理解 す

る とともに、相手の立場 に立って考 えることの大切さを理解する ことができたか。

④ 授業での使用資料

ア 「あるおかあちゃんの話」

(「新 しい開発教育のすす め方(改 訂新版)

一地球市民を育てる現場か ら一」開発教育

推進セミナー編 古今書院P.92よ り引用)

イ 大阪地下鉄路線 図(右 図)

(「新 しい開発教育のすすめ方(改 訂新版)

一地球市民を育てる現場か ら一」開発教育

推進セミナー編 古今書院P.90よ り抜粋)
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⑤ 生徒の感想

ア 自国の文字 を読めな い人 々が何億人 もいることを知 り、その人々が 自分たち以上 に困

って いる ことが分か った。 イ 行 きた い場所へ、勘や景色 を見て行かなけれ ばな らない

ほど不安な気持ちはな いと思 う。 ウ 文字が読 めないため に、命 も危険 になることを知

り、本当に辛い思 いをしただろ うな と思った。

4第2学 年第1学 期における授業展 開の事例

第1学 期は、茶道体験 を通 して 、 日本の伝統文化 につ いての興味 ・関心 を高め るととも

に、 日本で生活 して いなが ら、 日本の伝統文化 につ いて は、余 り知 らな いということに気

づ き、一人一人の生徒が 日本 の伝統文化 について の調査学習 の課題テーマ を主体 的に選択

する ことをね らいとす る。

(1)単 元設定の理由

茶 道体験の学習 を実施す るに当たって、茶道体験につ いての アンケー ト調査 を実施 した。

調査結果では、「抹茶 を飲んだ ことがあ りますか」 という質 問に対 して、調査対象 生徒 の

約58%が 「ある」 と答 えた。 「茶会で客 として抹茶 を飲んだ ことがあ りますか」 にっ い

て は、 「ある」 と答 えた生徒が約23%し か 、「(抹茶 を出された時)ど うしてそ のような

飲み方をするか理 由を知 って いますか」 については、 「知 って いる」「少 しは知っている」

と答 えた生徒が約19%し か いなかった。茶道の具体 的な内容 について は、多 くの生徒が

理解 していない状況が伺 える。

また、茶道 の考え方 は、書道、華道 、建築、香道、着物な どの 日本 の伝統文化 に共通す

る内容 も多 く、他の 日本 の伝統文化 の学習の動機付けに した い。 また、抹茶を飲み、菓子

を食べることによ り、生徒 の味覚に訴 え、生徒の関心 を高め させたい。

ん
膿

飲
あ

を
が

策
と

、

抹
こ
め

乳
だ
す

2.藁会で株叢

を飲んだこと
がありますか

3.擁藁を出さ
れた時の作法
を鮪ってい言
すか

4どうしてその
ような飲み方
をするか理宙
を釦っていま
†か

<策 に■する

ある ない
481347

N=828

ある ない

186633
N=819

知っている 少しは知ってい昭

73474

N=822

釦っている 少しは知ってい君

2592

N=609

16・ に

函
麺らない

275

知らない

492

■釦っている

2少 しは釦っている

ロ知らない

■知っている

露少しは釦っている

ロ短らない

(2)単 元 の内容

第1時 外国の人が 日本(人)に 対 して抱 く疑問 に答 える。

第2時 食物 、衣服、生活様式、芸術等の分野 ごとに 日本的な ものを見直す 。

第3・4時 視聴覚教材を通 して、 日本の伝統文化 に触れ る。

第5・6時 茶道体験 を行 う。 【本時】

第7時 色々な国 ・地域風 の飲食 をしてみる。

第8時 視聴覚教材 を通 して、外国の文化 に触れ る。
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(3)単 元のね らい

① 世界 には、国や地域独特の様 々な飲食の風習があることを知る。

② 茶道体験 を通 して、 日本の伝統文化 につ いての関心 を高める。

③ 茶道な どの 日本 の伝統文化 には、共通 した考え方がある ことを知る。

(4)本 時(100分)

① 本時のね らい

ア 抹茶を飲む ことを通 して、茶道への関心を高める。

イ 抹茶の飲 み方な ど、茶道 の作法 にはどんな特徴があるか考 える。

ウ 点前の動作 の一つ一つに、精神的な意味があることに気づ く。

② 事前準備

ア 点 前のできる茶道部員等(い な ければ、教員 、保護者、地域の指導者 の協 力を得

る)に 点前の準備 を依頼する。

イ 茶室があれ ば、床 に掛 け軸 ・花 ・香合 を飾 り、風炉に香 をた く。

(なお、茶室 がない場合は、地域の文化施設 を利用す る。流派 にはとらわれず、指

導す るものの流派でよい。)

③ 授業展開(100分)

時 間 学習項目 学習活動等

10分 席入 り 授業内容説明 自 由に座 る。

15分
て 雲え

点前拝見(1回 目) 点前を見 るが、特 に説明は聞かな い。生徒には後

で感想 を述べても らうことを伝えておく。

10分
じ童やく

お茶を頂く(次 客以降は
てだ し

点出 しで もよい)

茶 ・菓子の頂 き方 は作法通 りとせず、各 自が飲 み

方を考 え、 自由に飲む。

15分 フ リーデ ィス カ ッ シ ョ ン

(1)

お茶 を飲んだ り、点前 を見た感想 を 自由に述べ る。

15分 点前拝見(2回 目)

点前の解 説を聞 く

ふ く さ なつめ ちゃし争く ちゃせん

歓紗 さばき(聚 ・茶 杓 の清 め)、 茶第通 し(茶

第の先 を調べ、茶碗を温め、洗 う)な ど、点前の

説明を聞 く。

10分 お茶を頂 く 客 として基本的な作 法の説明 を聞き、お茶 を飲む。

20分 フ リーデ ィ スカ ッ シ ョ ン

(2)

作法 を踏まえて飲んだ感想、茶室 内で感 じた こと、

日本文化 に対 して思 うことな どについて、意見交

換す る。

5分 まとめ 茶道体験 を通 して、 日本 の伝統文化 についての自

分の知識 を確認 し、知識 を更に深 めるために必要

な ことを考 える。

④ 評価 の観点

ア 主体的、意欲的 に茶道の体験活動ができたか。

イ フリーデ ィスカッション等 を通 して、茶道の作法の もつ意味 につ いて積極的に考 え

ることができたか。
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⑤ 生徒の感想

ア 全 く説明な しにお茶を飲み、点前 を見た感想

(ア)「お菓子 をどうぞ」 と言われたが、食べ るタイ ミングが分か らない。 お茶が出る

まで待って いては いけないのか。(イ)全員のお茶が出ていな いのに先に飲んでいいの

か、待つべ きなのか分か らなか った。飲み方がわか らな い。(ウ)お茶が美味 しい。お

茶が泡立って いた。(エ)(亭 主 ・半東の動 きを見て)お 辞儀が多い。足の動きが慎重

だ った。いつ もの歩き方 と違 う。作法が面倒 くさそ う。色 々な ものをふ きま くって

いた。最初お湯 を入れたのに捨てたのは何故か。無駄な動きが多い。(オ)しびれた。

正座 じゃな いといけないのか。

イ 説明 をされなが らお茶 を飲み、点前を見た感想

(ア)教 わ ったように飲むのは大変だけ ど、 日本の文

化を感 じるので良い。(イ)お菓子を先に食べる と説

明を受 けたけ ど、や っぱ りお茶 と同時に食べた い。

(ウ)お茶 を飲む とき、最後 に音 をたてるのは恥ずか

しくて出来なか った。残 さず飲み干 した ほうが いい

のか。(エ)謙 虚 さを示すために茶碗の正面 を避けて

飲む というのは気 を遣 いす ぎているとも思 うが、その謙虚 さが 日本の伝統みたいでか

っ こいい。(オ)解 説があ ったので、何であ あいう動 きを してお茶を点てて いるのか、

意味が分かった。動 きの意味は分かった け ど、格式 ばって る気 がす る。(カ)左 利きだ

が、あま り左手 を使 ってはいけな いのか。(キ)お 茶 を入れ るための道具がた くさんあ

ると思 った。(ク)茶室に入 った時、木の甘いにお いが した。

ウ 海外 にはないと思われる 「日本文化特有な もの」 への気づき

「畳 」「障子」 「ふす ま」 「(点出 しの生徒が着ていた)袴 」 「(床の間をさ して)神 棚」

5生 徒の主体的な学習を促すための留意点

総合的な学習の時間では、 「自ら課題 を見つ け、 自ら学び、 自ら考 える力」 を育成する こ

とな どをね らいとして いる。 このような力を育成するため には、生徒 の興味 ・関心 を引き出

し、学習意欲 を高め、一人一人の生徒が主体性 を持って学習 に取 り組 むことがで きるよ うに

す ることが大切である。そ こで、本研究では、次の点 に留意 した。

(1)信 頼感 と安心感のあ る学習集団づ くり

学習活動の中で、他者に対 して受け身であっては、生徒の主体性 は育たな い。教師 と生

徒の人間関係や 生徒間の人間関係 を信頼感や安心感のあ るものに しては じめて、教師や ク

ラス メー トに対 して主体性 を持 って係わ るよ うにな り、主体 的な学習活動が展開できる。

そ こで、特 に、第1学 年の第1学 期は、入学早々で もあ り、クラス内の人間関係 も希薄で

あるため、参加学習型アクティビテ ィー(7時 間)を 工夫 し、生徒同tが 同 じ体験 を持つ

ことによ り、友人の物の見方や考え方を知 り、互 いが どうい う人間なのか を理解 し、人間

的な絆 を深め られ るよ うに した。
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(2)生 徒 自らが学習計画 を作成

学習 を進めるに当た っては、生徒の学習の進度が異な り、学習 に遅れがちな生徒 も出て

来 ることが予想 され る。そ こで、課題調査 については、学習計画の作成 を生徒 に行わせ る

こととし、そ のための時間を調査学習 の準備 として、年間指導計画 に位置づ けた。生徒 は

自分で学習計画 を作成する ことによ り、学習 に見通 しを持つ ことができ、安心感 を持 つ と

ともに、 自分で作成 した学習計画 とい うことか ら、学習 に対す る責任感や主体性 を持 つよ

うにな ることが期待できる。なお、学習計画 について は、学習 の場面や段階 に応 じて具体

的に指導 ・助言す ることとした。

(3)学 習への支援 としての評価

生徒が1年 間の学習 に積極 的に取 り組むため には、継続 した意欲 の喚起が必要である。

そ のため には、結果 の評価 ではな く学習のプロセ スに着 目した、 「学習へ の支援 としての

評価」が大切である。そ こで、評価 に当たって、次の工夫 をする こととした。

ア 体験学習や調査学習の レポー ト、発表等 についての評価 に当たっては、必ず良か った

点を見 出し評価す る こととした。

イ 学習への意欲 、関心 、態度な どについて 自己評価 シー トを作成 し、毎時 間の授業 の最

後に記入 させる。 自己評価 が、次 の学習への動機付けになるよう、 自己の良かった点 を

肯定的 に評価 させ る こととした。

ウ 生徒の学習活動の様子 を毎時間記録に取 り、フ ァイ リング し(ポ ー トフォ リオ評価)、

生徒の学習意欲等 の変化 を知る こととした。

工 自己評価、学習活動の記録 をもとに、計画 的に生徒 の成長 を助言 し、学 習意欲 を喚起

す るようにした。

6ま とめ と今後の課題

今 回の研究 では、 「他 者(他 国)を 知 り自己(自 国)を 知 る。 自己(自 国)を 知 り他者

(他 国)を 知 る。」 とい うこ とを研究 員の合 い言葉 とした。 これ は、他者(他 国)の 文化

や生活、価値観 な どを知 ることによ り、改めて、 自己(自 国)を 見 直す ことができる、 ま

た、 自己(自 国)の 文化や生活、価値観な どを知 ることによ り、改めて、他者(他 国)を

見直す ことができる ことを意味する。 この ことを通 して、 自己(自 国)と 他者(他 国)の

「違 い」を受容 し、 「違 い」 を尊重 できる生徒 を育成できる と考えたか らである。

一方、異文化 を持っ人 々と相互 に尊重 し合 うことは、世界 の全て の人々に対 して差別や

偏見 のない人間理解 のできる生徒の育成で あ り、 このことは各学校 の人権教育の推進 と密

接 に関連する。また、異文化や 日本 の伝統文化 については、地理歴史科 ・公民科等の学習

で詳 しく扱 う。さ らに、相手の立場 を尊重 しつつ、 自分の考えや意見 を表現 し、相互理解

を深めて いくためには、表現力等 のコミュニケー ション能 力の育成 を図ってい くことが必

要である。調査学習の発表会 ・国際交流会等 においては、 プ レゼ ンテー ションの学習 を年

間指導計画 に位置づ けたが、外国語や国語等の学習 との連携 も必要である。年間指導計画

に基づき、具体的に授業 を実践す るにあたって は、各教科や様々な教育活動 との関連 を図

りなが ら、授業内容を工夫 してい く必要がある。
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